
旭川・紋別自動車道 一般国道４５０号 遠軽上湧別道路

旭川・紋別自動車道遠軽上湧別道路は、高速ネットワーク拡充による近隣都市間の連絡機能の
強化を図り、地域間交流の活性化及び重要港湾紋別港等への物流の効率化等の支援を目的とした
延長１３．８㎞の高規格道路です。

■ 位置図

①起点 ‥‥北海道紋別郡遠軽町豊里

終点 ‥‥北海道紋別郡湧別町南兵村一区

②計画延長‥‥１３．８ｋｍ

③構造規格‥‥１種３級

④設計速度‥‥８０ｋｍ/ｈ

⑤車線 ‥‥２車線

⑥事業主体‥‥北海道開発局

令和 ３ 年度 事業化

遠軽上湧別道路
■ 計画の概要

■ 経緯

■ 定規図
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※計画区間、未開通区間を含む。

遠軽上湧別道路
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旭川・紋別自動車道
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移動時間の短縮

目的地への時間通りの到着

目的地までの道路の走りやすさ

良好な沿道景観の形成

休憩施設の適切な配置

展望エリアの設置

情報提供機能の充実

道路案内機能の充実

その他

緊急輸送時の速達性・安定性の向上

令和２年度 新規事業採択時評価資料時点より、データ更新

• 遠紋地域には高次医療施設がなく北見市の三次医療施設に依存し、救急搬送の際は国道242号を利用し、遠軽町を経由し搬送

• 遠軽厚生病院は遠紋地域で唯一心疾患患者を受け入れ可能な病院であるが、遠紋地域の60分圏カバー人口は55%程度で、死亡率は全国の1.6倍と高い

• 高次医療施設を有する北見市、遠軽町への速達性及び安定性向上により、安心できるくらしを支援

【北見市の三次医療施設への救急搬送状況（Ｒ4）】 【遠紋地域の６０分圏カバー人口】 【心疾患死亡率（R4）】

資料：救急搬送活動記録票
※数字は北見市への
救急搬送件数を示す

遠紋地域の
心疾患
受入施設

60分圏カバー
人口は55%程度

全国の
約1.6倍

【心疾患医療施設の
６０分圏カバー人口の変化】

物流の効率化・周遊観光の支援

【物流の効率化】

• 遠紋地域はホタテ漁獲量が全国の約3割を占めるなど日本の
食を支える生産地であるが、物流拠点や大消費地までの長距
離輸送が必要

• 現在の物流ルートのうち、高規格道路が開通している区間では
事故が減少しているが、現道では事故が多発

• 紋別港～苫小牧港等の物流拠点間の高速ネットワークによる
効率的な物流ルートを形成するとともに、線形不良区間や信号
交差点の回避により長距離輸送ドライバーの負担を軽減

【観光地への利便性向上】

• 遠紋地域は、春から秋の「花回遊」観光や冬の「流氷」観光な
ど、年間を通じ自然を活かした魅力的な観光資源が豊富である
が、周遊観光時の移動時間が長く、観光客の移動時間短縮の
改善ニーズが高い

• 遠紋地域における周遊観光時の観光地間の移動時間短縮に
より、周遊観光の活性化に寄与

物流拠点や大消費地まで
遠く長距離輸送を要する

「花回遊」観光ルート
所要時間 3時間29分

資料：北海道保健統計年報、人口動態調査

【遠紋地域のホタテ輸送経路】

【遠紋地域の観光周遊ルート】

資料：網走開発建設部調べ

【レンタカー利用者（道外居住者）のニーズ】

資料：レンタカー利用者へのWEBアンケート調査
（H30.2網走開発建設部が道外居住者を対象に実施)、N=100(複数回答含)
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資料：H16-R4イタルダ事故データ ※遠軽瀬戸瀬IC-遠軽IC間は整備後2年間の事故件数を示す

０件 ０件

旭川・紋別自動車道 一般国道４５０号 遠軽上湧別道路

【旭川・紋別自動車道の整備前後における
並行現道の死傷事故発生件数】


